




【様式】 

 

2024 年度 後期一般 入試 
 

工学 研究科 都市環境デザイン学 専攻  コース 
 

科目名 水工学 
 
【出題意図】 

問題１ 

 

問題２ 

管路のベルヌイの定理（損失在り）を理解し、流速・流量・圧力を計算で

きるか。 

(1)河川管理目的を理解しているか。 

(2)(3) 

開水路水理について、マニング則を利用した流速・流量の計算や、 

常流・射流の判定条件を理解しているか。 

 
【解答又は解答例】 

問題１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題２ 

(1)12m=4m+(0.02×120m/0.4m+0.5+0.5+1.0)×U2/2g 

U2/2g=8m/8=1m → U=4.43m/s 

A=πD2/4=0.1256m2 より Q=AU=0.556m3/s 

(2)出口の高さによる。 

基準高から 4m の場合、 

12m=4m+ U2/2g +(0.02×120m/0.4m+0.5+0.5)×U2/2g 

となり、結果は同じ（1 倍）となる。 

出口が 2m の場合、 

12m=2m+ U2/2g +(0.02×120m/0.4m+0.5+0.5)×U2/2g より 

U2/2g=10m/8=1.25m U2 が 1.25 倍となることから、 

流速は√1.25倍=1.12 倍となる。 

 

(1)生態系保全機能、親水性機能（対人間）、水質保全 

(2)A=60m2、S=34m、R=A/S＝60m2/34m=1.765 

U=(1/n)R2/3I1/2=1.46m/s、Q=AU=87.6m3/s 

(3)常流であれば、h>hc, U<c, Fr<1、の３つのうち２つを満たすかどうか確

認する。（射流での逆の条件の解答も正しい） 

 







【様式】 
 

2024 年度 後期一般 入試 
 
工学 研究科 都市環境デザイン学 専攻 土木・環境 コース 

 
科目名 地盤工学 

 
【出題意図】 

問題 1 

問題 2 

問題 3 

問題 4 

問題 5 

土の基礎的諸量を、正しく理解し計算することができるか。 

地盤の透水と水頭に関して、正しく理解し計算することができるか。 

土のせん断強度を求める 3 つの主な室内試験について、正しく理解し説明できるか。 

土の圧密現象を、正しく理解し計算することができるか。 

土の粒度試験について、正しく理解し説明できるか。 

 
 
【解答又は解答例】 

問題 1 

 

 

問題 2 

 

問題 3 

 

 

 

 

 

 

 

問題 4 

 

 

問題 5 

 

 

 

 

a)Ｍｓ=300g  b) Vｓ=120cm3   ｃ）e=0.667(-) 

ｄ）40 cm3       e)90ｇ 

 

a)ｈＡ＝3.5ｍ   b) ｚＡ＝-6.0ｍ   ｃ） ｕＡ＝93.1ｋＮ/ｍ3 

 

一面せん断試験： 垂直力 σ を与えた状態で任意のせん断面におけるせん断強度を求め

る試験。定圧試験と定体積試験がある。 

一軸圧縮試験：拘束圧σ3＝0 の状態で圧縮を行う試験。破壊時の応力より一軸圧縮強

さを求める。 

三軸圧縮試験：拘束圧σ3 をセル圧により与えた状態で 0 の状態で圧縮を行う試験。破

壊時の応力状態より、モールの円を描くことができる。複数回の実験によりモールの円

の接線を描くことで破壊線を求める。 

 

a)Tv=0.1    u/u0=0.95  u=95kN/m2   

b)Sf=24.6cm 

 

土の粒度試験の結果は、横軸に粒径、縦軸に通過質量百分率をとった、粒径加積曲線で

整理される。均等係数の値が大きいほど粒度がよい。粒径が小さいものから粘土・シル

ト・砂・礫と分類される。粒径が 0.075mm 以下の粘土・シルトについては沈降分析・そ

れ以上の粒径についてはふるい分析から得られた結果を用いる。 
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